
「改造自動車に係る新規検査の際に提出する書面について」（平成２３年６月３０日国自環第７０号）の一部を改正する通達 

新旧対照表 

 

改正 平成２９年８月３０日 国自環第９２号 

（傍線の部分は改正部分） 

改   正   後 改   正   前 

 

改造自動車に係る新規検査の際に提出する書面について 

 

道路運送車両法施行規則第３６条第５項及び第６項に係る提出書面について

は、「道路運送車両法施行規則第３６条第５項、第６項及び第７項の書面につい

て（依命通達）」（平成３年６月２８日付け地技第１５６号）により通達された

ところであるが、今後、普通自動車及び小型自動車並びに軽自動車の新規検査

（予備検査を含み、一時抹消登録を受けたもの及び法第６９条第４項の規定に

より自動車検査証が返納されたものに係る検査を除く。以下同じ。）の際に提出

する排出ガスに係る書面については、同通達によるほか、下記１．から５．まで

によることとされたい。ただし、２．及び３．に掲げる規定については、普通自

動車及び小型自動車であって、車両総重量が３.５t 以下のもの又は専ら乗用の

用に供する乗車定員９人以下のもの並びに軽自動車に限り適用するものとす

る。 

また、指定自動車等（大型特殊自動車を除く。）であって、消音器等の改造が

行われた自動車の新規検査の際に提出する騒音に係る書面については、同通達

によるほか、下記６．及び７．によることとされたい。 

 

記 

 

１．（略） 

２．１．の改造に該当しない改造であって、重量の増加を伴う改造を行う場合 

 

 

改造自動車に係る新規検査の際に提出する書面について 

 

道路運送車両法施行規則第３６条第５項及び第６項に係る提出書面について

は、「道路運送車両法施行規則第３６条第５項、第６項及び第７項の書面につい

て（依命通達）」（平成３年６月２８日付け地技第１５６号）により通達された

ところであるが、今後、普通自動車及び小型自動車並びに軽自動車の新規検査

（予備検査を含む。以下同じ。）の際に提出する排出ガスに係る書面について

は、同通達によるほか、下記１．から５．までによることとされたい。ただし、

２．及び３．に掲げる規定については、普通自動車及び小型自動車であって、車

両総重量が３．５ｔ以下のもの又は専ら乗用の用に供する乗車定員１０人以下

のもの並びに軽自動車に限り適用するものとする。 

また、指定自動車等（大型特殊自動車を除く。）であって、消音器等の改造が

行われた自動車の新規検査の際に提出する騒音に係る書面については、同通達

によるほか、下記６．及び７．によることとされたい。 

 

 

 

記 

 

１．（略） 

２．等価慣性重量のランク変更（重いランクに変更する場合に限る。）を伴う改

造を行う場合 



 

 

 

（１）平成３０年規制に適合する自動車以外のものにおける等価慣性重量の

ランク変更（重いランクに変更する場合に限る。）の場合は、それぞれ以下

の書面を提出するものとする。 

① 型式指定自動車の改造 

→ 完成検査終了証＋自動車排出ガス試験結果成績表（改造後）※１ 

② 装置指定自動車の改造 

→ 排出ガス検査終了証＋自動車排出ガス試験結果成績表（改造後）※１ 

③ ①及び②以外の自動車の改造 

→ 公的な試験機関において実施された試験結果を表す書面（改造後） 

※１ 等価慣性重量ランクが複数ある場合には、最も重いランクの自動車排出ガス試験結果成績

表の写しでも差し支えない。 

（２）平成３０年規制に適合する自動車における重量の増加であって、表Ａに

掲げる自動車に応じた重量に、表Ｂに掲げる用途及び種別に応じた重量を加

えた重量を上回る車両重量となる場合、それぞれ以下の書面を提出するもの

とする。 

表Ａ 

自動車 重量（kg） 

① 型式指定自動車（一酸

化炭素等発散防止装置指

定自動車を除く。） 

当該型式において同一の一酸化炭

素等発散防止装置を備えた自動車

の最大の車両重量 

② 一酸化炭素等発散防止

装置指定自動車 

当該指定において付された一酸

化炭素等発散防止装置を取り付

けることができる自動車の型式

における最大の車両重量 

③ ①及び②以外の自動車 当該型式において同一の一酸化炭

素等発散防止装置を備えた自動車

なお、（１）及び（２）の規定により自動車排出ガス試験結果成績表を提出

する場合であって、等価慣性重量ランクが複数ある場合には、最も重いランク

の自動車排出ガス試験結果成績表の写しでも差し支えない。 

 

 

 

（１）型式指定自動車の改造 

→ 完成検査終了証＋自動車排出ガス試験結果成績表（改造後） 

（２）装置指定自動車の改造 

→ 排出ガス検査終了証＋自動車排出ガス試験結果成績表（改造後） 

（３）（１）及び（２）以外の自動車の改造 

→ 公的な試験機関において実施された試験結果を表す書面（改造後） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



の最大の車両重量 

表Ｂ 

用途及び種別（改造前） 車両重量に係る製作誤差（kg） 

乗用 

普通 ６０ 

小型 ５０ 

軽 ４０ 

貨物 

普通 １００ 

小型 ６０ 

軽 ４０ 

① 型式指定自動車の改造 

→ 完成検査終了証＋自動車排出ガス試験結果成績表（改造後）※2 

② 装置指定自動車の改造 

→ 排出ガス検査終了証＋自動車排出ガス試験結果成績表（改造後）※2 

③ ①及び②以外の自動車の改造 

→ 公的な試験機関において実施された試験結果を表す書面（改造後） 

※２ 当該改造自動車の車両重量以上の自動車であって、当該改造自動車と同一の一酸化炭素等

発散防止装置を備えたものに係る自動車排出ガス試験結果成績表の写しでも差し支えない。 

３（略） 

４．自動車排出ガス試験結果成績表の様式は、道路運送車両の保安基準の細目

を定める告示（平成１４年国土交通省告示第６１９号。以下「細目告示」とい

う。）第４１条第１項第３号及び第４号、第７号及び第８号並びに第１１号及

び第１２号の自動車にあっては別添１－１又は１－２によるものとし、道路

運送車両の保安基準第２章及び第３章の規定の適用関係の整理のため必要な

事項を定める告示（平成１５年国土交通省告示第１３１８号。以下「適用関係

告示」という。）第２８条第１０８項から第１１３項までの自動車にあっては

別添２、同条第１０２項から第１０７項までの自動車にあっては別添３、同

条第４項から第７６項までの自動車のうち１０･１５モード排出ガス規制対

象となるものであって、ガソリン又は液化石油ガスを燃料とするものにあっ

ては別添４及び別添５、軽油を燃料とするものにあっては別添６によるもの

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３（略） 

４．自動車排出ガス試験結果成績表の様式は、道路運送車両の保安基準の細目

を定める告示（平成１４年国土交通省告示第６１９号。以下「細目告示」とい

う。）第４１条第１項第３号及び第４号、第７号及び第８号並びに第１１号及

び第１２号の自動車にあっては別添１によるものとし、道路運送車両の保安

基準第２章及び第３章の規定の適用関係の整理のため必要な事項を定める告

示（平成１５年国土交通省告示第１３１８号。以下「適用関係告示」という。）

第２８条第１０８項から第１１３項までの自動車にあっては別添２、同条第

１０２項から第１０７項までの自動車にあっては別添３、同条第４項から第

７６項までの自動車のうち１０･１５モード排出ガス規制対象となるもので

あって、ガソリン又は液化石油ガスを燃料とするものにあっては別添４及び

別添５、軽油を燃料とするものにあっては別添６によるものとし、細目告示



とし、細目告示第４１条第１項第１号、第２号、第９号及び第１０号並びに適

用関係告示第２８条第１６４項及び第１６５項の自動車にあっては別添７－

１、細目告示第４１条第１項第５号及び第６号の自動車にあっては別添７－

２によるものとし、細目告示第４１条第１項第１７号及び第１８号の自動車

にあっては別添８とし、適用関係告示第２８条第１５１項及び第１５２項の

自動車にあっては別添９によるものとする。なお、自動車技術総合機構法（平

成 11 年法律第 218 号）第 13 条に基づく事務規程において定める様式による

ものであってもよい。 

また、公的な試験機関において実施された試験結果を表す書面の様式は、別

途定めることができるものとする。 

５．～７．（略） 

（注１）別添１－１における等価慣性重量のランクは次のとおりとする。 

表１（略） 

（注２）～（注４）（略） 

 

別添１－１（略） 

別添１－２【別紙のとおり】 

別添２～７－１（略） 

別添７－２【別紙のとおり】 

別添８～９（略） 

 

第４１条第１項第１号、第２号、第５号、第６号、第９号及び第１０号の自動

車にあっては別添７とし、細目告示第４１条第１項第１７号及び第１８号の

自動車にあっては別添８とし、適用関係告示第２８条第１５１項及び第１５

２項の自動車にあっては別添９によるものとする。 

なお、公的な試験機関において実施された試験結果を表す書面の様式は、別

途定めることができるものとする。 

 

 

 

 

５．～７．（略） 

（注１）別添１における等価慣性重量のランクは次のとおりとする。 

表１（略） 

（注２）～（注４）（略） 

 

別添１（略） 

（新設） 

別添２～７（略） 

（新設） 

別添８～９（略） 
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別添１－２ 

 

軽・中量車排出ガス試験成績（WLTC モード排出ガス等） 
 

 

                          会社名又は試験機関名：            印 

 

◎試験自動車 

  車名・型式（類別）：                                     用途：                                                  

  車台番号：                             原動機型式：                 サイクル：               気筒：              

  走行キロ数：                      km   総排気量：               L   最高出力：              kW｛PS｝/ min-1{rpm}  

  車両重量：                        kg   変速機：                     減速比：                                     

  使用燃料：                  （密度：                                  ）  

   

◎試験用機器 

  シャシダイナモメータ（DC/DY､EC/DY､          ）：                                                                 

  送風機（車速比例型、          ）：                                                                               

  排出ガス分析計：アイドリング測定用                                                                               

  排出ガス分析計：モード測定用                                     THC（FID）γ係数                                

                   （NMC-FID メタン効率：                          エタン効率：                      ）  

  CVS 装置（PDP､CFV）：                                            （採取量                               m3/min）  

  希釈トンネル：                                          精密天秤：                                           

 
◎試験成績 

 ○WLTC 排出ガス等 

排出ガス 

成分 

分析計 

測定原理 
低速フェーズ 中速フェーズ a/b 高速フェーズ a/b 排出量 

CO  g/km g/km g/km g/km 

NMHC  g/km g/km g/km g/km 

NOx  g/km g/km g/km g/km 

PM  g/km g/km g/km g/km 

 

 ○アイドリング測定 

濃度 

CO HC 

         %        ppm 

 

○一酸化炭素等発散防止装置 

種類       

個数       

製作者名       

 

◎備 考 
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WLTC モード排出ガス等試験結果 

 
 
◎ソーク記録 

  ソーク室内温度：     最高     ℃  ～       ℃ ソーク時間：          時間（入室：     時     分  退室：     時     分）  

  冷却水温度（放置後）：                                     潤滑油温度（放置後）：                                        

 

◎フィルタソーク記録 

  試験前ソーク時間：                            時間（            日    時    分  ～            日    時    分 ）  

  試験後ソーク時間：                            時間（            日    時    分  ～            日    時    分 ）  

  秤量室内温度：  最大値         K(℃) ～最小値         K(℃)  秤量室内湿度：  最大値         %  ～最小値         %    

 

◎排出ガス測定結果 

  運転開始時刻：     時     分    運転終了時刻：     時     分 

 

○低速フェーズ 

  試験室内乾球温度：開始前     K(℃) ～終了後     K(℃)   試験室内相対湿度：                                  % 

試験室内湿球温度：開始前     K(℃) ～終了後     K(℃)   湿度補正係数（KH）：                                       

  試験室内大気圧：                                        kPa   

  希釈排出ガス量（Vmix）：                            L/km   希釈率（DF）：                                          

排出ガス 

成分 

分析計 

測定原理 

希釈排出ガス濃度 希釈空気濃度 正味濃度 
排 出 量 

A B A-B(1-1/DF) 

CO   ppm  ppm  ppm  g/km 

THC   ppmC  ppmC  ppmC  g/km 

CH４   ppmC  ppmC  ppmC  

NMHC     ppmC  g/km 

NOx   ppm  ppm  ppm  g/km 

CO２   %    %  %  g/km 

 

○中速フェーズ a/b 

  試験室内乾球温度：開始前     K(℃) ～終了後     K(℃)   試験室内相対湿度：                                  % 

試験室内湿球温度：開始前     K(℃) ～終了後     K(℃)   湿度補正係数（KH）：                                       

  試験室内大気圧：                                        kPa   

  希釈排出ガス量（Vmix）：                            L/km   希釈率（DF）：                                          

排出ガス 

成分 

分析計 

測定原理 

希釈排出ガス濃度 希釈空気濃度 正味濃度 
排 出 量 

A B A-B(1-1/DF) 

CO   ppm  ppm  ppm  g/km 

THC   ppmC  ppmC  ppmC  g/km 

CH４   ppmC  ppmC  ppmC  

NMHC     ppmC  g/km 

NOx   ppm  ppm  ppm  g/km 

CO２   %    %  %  g/km 

   

○高速フェーズ a/b 

  試験室内乾球温度：開始前     K(℃) ～終了後     K(℃)   試験室内相対湿度：                                  % 

試験室内湿球温度：開始前     K(℃) ～終了後     K(℃)   湿度補正係数（KH）：                                       

  試験室内大気圧：                                        kPa   

  希釈排出ガス量（Vmix）：                            L/km   希釈率（DF）：                                          

排出ガス 

成分 

分析計 

測定原理 

希釈排出ガス濃度 希釈空気濃度 正味濃度 
排 出 量 

A B A-B(1-1/DF) 

CO   ppm  ppm  ppm  g/km 

THC   ppmC  ppmC  ppmC  g/km 

CH４   ppmC  ppmC  ppmC  

NMHC     ppmC  g/km 

NOx   ppm  ppm  ppm  g/km 

CO２   %    %  %  g/km 
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◎粒子状物質測定結果 

○捕集フィルタの秤量 

PM 捕集フィルタ （浮力補正前）  試験前          μg   試験後          μg 

（浮力補正前）  試験前          μg   試験後          μg 

PMb 捕集フィルタ （浮力補正前）  試験前          μg   試験後          μg 

（浮力補正前）  試験前          μg   試験後          μg 

秤量室内温度   試験前          K(℃)   試験後          K(℃) 

秤量室内大気圧  試験前          kPa     試験後          kPa   

 

○標準フィルタの質量変化 

試験前（浮力補正後）①     μg  試験前（浮力補正後）②     μg  平均質量⑤＝(①+②)/2     μg 

試験前（浮力補正後）③     μg  試験前（浮力補正後）④     μg  平均質量⑥＝(③+④)/2     μg 

平均質量の差＝⑤-⑥      μg 

○粒子状物質排出量 

  PM 捕集フィルタガス流速：                           cm/s   測定中の PM 捕集差圧増加：                             kPa 

  補正用フィルタの質量変化：                          μg  

希釈排出ガス 希釈空気  

捕集質量 サンプル流量 濃度 捕集質量 サンプル流量 濃度 正味濃度 

PMp Vp A=PMp/Vp PMb Vb B=PMb/Vb A-B(1-1/DF) 

 μg  L  μg/L  μg  L  μg/L  μg/L 

         排出量  g/km 

 

◎アイドリング測定結果 

原動機回転速度 吸気マニホールド内圧力 測定値（NDIR） 濃度補正値 

（rpm） （-kPa） CO HC CO２ CO HC 

      %   ppm      % %  ppm  

 

◎備 考 

                                                                                                                   

                                                                                                                   

                                                                                                                   

 



 
 

一酸化炭素等発散防止装置の写真 
 

車名・型式（類別）：                                       車台番号：                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 一酸化炭素等発散防止装置の改造を行った場合には、当該装置の取り付け状況がわかる写真を添付すること。 
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No.      (1/6) 

 

 

重量車排出ガス試験成績(シャシダイナモメータによる WHTC 排出ガス等) 
 

試験期日    年  月  日 試験機関                                      
 
◎試験自動車 

車名・型式（類別）：                 車台番号：                          
用途：            原動機型式：           サイクル：        気筒：       
走行キロ数：          km 総排気量：                                    Ｌ 
車両重量：             kg 最高出力：        kＷ/min－１ 最大トルク：     Ｎ･m/min－１{rpm} 
等価慣性重量（設定値）：      kg 変速機：              減速比：               

   
 駆動車輪のタイヤ空気圧：     kＰa 使用燃料  ：          （密度）                  
 
◎排出ガスおよび粒子状物質の測定方法 

 
排出ガス  □希釈測定法（ＣＦＶ、ＰＤＰ）   □直接測定法                
 
粒子状物質    □全流希釈法（単段、二段）     □分流希釈法（全量捕集、部分捕集）     

 
◎試験用装置 

 
シャシダイナモメータ   型式                                       
排出ガス分析計       型式                                       
希釈装置 全流希釈    型式      採取量設定値                         m3/min 
       分流希釈 型式                       （１／サンプル率設定値      ） 
精密天秤  型式                                                  
 

◎試験室および試験に関わる大気条件 
 
測定開始時刻    時     分     
試験室内大気圧（Ｐa）            kＰa    吸入空気温度（Ｔａ）                Ｋ(℃) 
試験室内乾球温度（θ₁）           Ｋ(℃) 試験室内相対湿度（Ｕ）                ％     
試験室内湿球温度（θ₂）           Ｋ(℃) 試験室内水蒸気圧（Ｐw）               kＰa   
大気条件係数（Ｆ）                 
 

◎吸入空気圧力、排気圧力等の記録 
. 
吸入空気圧力                         kＰa   
排気圧力                           kＰa   

 
                                    
◎備考 正規  無負荷回転速度 （Ｎ）       rpm・点火時期                 ＢＴＤＣ/rpm 
                                    

一酸化炭
素等発散
防止装置 

種 類 
 

（個数） 

Ｅ Ｇ Ｒ 
（ＬＰ） 

（ ） 

Ｅ Ｇ Ｒ 

（ＨＰ） 

（ ） 

酸化触媒 
 

（ ） 

ＮＯｘ 
センサー 
（ ） 

Ｓ Ｃ Ｒ 
触 媒 
（ ） 

吸蔵還元 
触 媒 
（ ） 

Ｄ Ｐ Ｆ 
 

（ ） 
その他 

製作者名  
 
 

 

     

 
◎試験成績 

○重み付け排出量 

 冷機試験 暖機試験 重み付け 

CO g/kWh g/kWh g/kWh 

NMHC g/kWh g/kWh g/kWh 

NOx g/kWh g/kWh g/kWh 

PM g/kWh g/kWh g/kWh 



   

 
No.      (2/6) 

 

◎排出ガスの試験成績（冷機試験） 

 

測定開始時刻   時  分 

希釈排出ガス湿潤質量（Ｍtotw）                 kg 

希釈率（ＤＦ）                   ＮＯｘの湿度補正係数（ＫＨ）            

メタン効率（ＣＥＭ）                      エタン効率（ＣＥＥ）                 

ＦＩＤの感度係数（γ）                

積算仕事量（Ｗact）         ｋＷ･ｈ 

 

 

排出ガス成分 

 

ＣＯ ＴＨＣ ＣＨ４

（NMC-FID） 

ＣＨ４ 

（GC-FID） 

ＮＭＨＣ ＮＯｘ ＣＯ２ 

希釈排出ガス中の

濃度 ppm ppmC  ppmC ppmC ppm ％ 

希釈空気中の濃度 ppm ppmC  ppmC ppmC ppm ％ 

補正濃度 

 ppm ppmC  ppmC ppmC ppm ％ 

排出量 

 g/test g/test g/test  g/test g/test g/test 

平均排出量 

  g/kＷ･h g/kＷ･h   g/kＷ･h g/kＷ･h g/kＷ･h 

 

備考                                                                    



   

No.      (3/6) 
 
◎粒子状物質の試験成績（冷機試験） 
 

測定開始時刻   時  分  
フィルタ表面流速       cm／s    測定中の捕集フィルタの圧力降下        kＰa 
積算仕事量（Ｗact）          kＷ･ｈ 
 

（全流希釈法による場合） 

希釈排出ガス 
 

希釈空気 
 

排出量 
 

捕集質量 
 
 
 
 
Ｍf 

希釈排出ガ
スの湿潤質
量 
 
 

Ｍtotw 

サンプル質
量 
 
 
 

Ｍsam 

捕集フィル
タを通過し
た二次希釈
排出ガスの
質量 

Ｍtot 

二次希釈空
気の質量 
 
 
 

Ｍsec 

捕集質量 
 
 
 
 

Ｍd 

サンプル
質量 
 
 
 

Ｍdil 

 
 

   
 

    
ＰＭmass 

 
mg 

 
kg 

 
kg 

 
kg 

 
kg 

 
mg 

 
kg 

 
g/test 

       
平均 
排出量 
 g/kＷ･h 

 
（分流希釈法による場合） 

捕集質量 
 
 
 
 

Ｍf 

サンプル率
の平均値の
逆数 
 
 
１/ｒｓ 

サンプル質
量 
 
 
 

Ｍse 

排出ガス質
量の合計値 
 
 
 

Ｍew 

捕集フィルタを通
過した希釈排出ガ
スの質量 
 

 

Ｍsep 

希釈トンネルを通
過した希釈排出ガ
ス質量 
 
 

Ｍsed 

排出量 
 
 
 
 
ＰＭmass 

 
mg 

  
kg 

 
kg 

 
kg 

 
kg 

 
g/test 

      
平均排出量 g/kＷ･h 

 
 
◎捕集フィルタソークの記録 

 
試験前ソーク時間   時間 （   日  時 分 ～    日 時 分） 
試験後ソーク時間   時間 （   日  時 分 ～    日 時 分） 
秤量室内温度  最大値    Ｋ(℃) ～ 最小値    Ｋ(℃)   秤量室内湿度  最大値    ％ ～ 最小
値    ％  
  

 
◎標準フィルタの質量変化 

 
試験前①  μｇ 試験前②         μｇ 平均質量⑤ = (① + ②) /２       μｇ 
試験後③  μｇ 試験後④         μｇ 平均質量⑥ = (③ + ④) /２     μｇ 

                               平均質量の差| ⑤ – ⑥ |       μｇ 
 
 
 
 
 
備考                                                   



   

No.      (4/6) 

 

◎排出ガスの試験成績（暖機試験） 

 

測定開始時刻   時  分 

希釈排出ガス湿潤質量（Ｍtotw）                 kg 

希釈率（ＤＦ）                   ＮＯｘの湿度補正係数（ＫＨ）            

メタン効率（ＣＥＭ）                      エタン効率（ＣＥＥ）                 

ＦＩＤの感度係数（γ）                

積算仕事量（Ｗact）         ｋＷ･ｈ 

 

 

排出ガス成分 

 

ＣＯ ＴＨＣ ＣＨ４

（NMC-FID） 

ＣＨ４ 

（GC-FID） 

ＮＭＨＣ ＮＯｘ ＣＯ２ 

希釈排出ガス中の

濃度 ppm ppmC  ppmC ppmC ppm ％ 

希釈空気中の濃度 ppm ppmC  ppmC ppmC ppm ％ 

補正濃度 

 ppm ppmC  ppmC ppmC ppm ％ 

排出量 

 g/test g/test g/test  g/test g/test g/test 

平均排出量 

  g/kＷ･h g/kＷ･h   g/kＷ･h g/kＷ･h g/kＷ･h 

 

備考                                                                    



   

No.      (5/6) 
 
◎粒子状物質の試験成績（暖機試験） 
 

測定開始時刻   時  分  
フィルタ表面流速       cm／s    測定中の捕集フィルタの圧力降下        kＰa 
積算仕事量（Ｗact）          kＷ･ｈ 
 

（全流希釈法による場合） 

希釈排出ガス 
 

希釈空気 
 

排出量 
 

捕集質量 
 
 
 
 
Ｍf 

希釈排出ガ
スの湿潤質
量 
 
 

Ｍtotw 

サンプル質
量 
 
 
 

Ｍsam 

捕集フィル
タを通過し
た二次希釈
排出ガスの
質量 

Ｍtot 

二次希釈空
気の質量 
 
 
 

Ｍsec 

捕集質量 
 
 
 
 

Ｍd 

サンプル
質量 
 
 
 

Ｍdil 

 
 

   
 

    
ＰＭmass 

 
mg 

 
kg 

 
kg 

 
kg 

 
kg 

 
mg 

 
kg 

 
g/test 

       
平均 
排出量 
 g/kＷ･h 

 
（分流希釈法による場合） 

捕集質量 
 
 
 
 

Ｍf 

サンプル率
の平均値の
逆数 
 
 
１/ｒｓ 

サンプル質
量 
 
 
 

Ｍse 

排出ガス質
量の合計値 
 
 
 

Ｍew 

捕集フィルタを通
過した希釈排出ガ
スの質量 
 

 

Ｍsep 

希釈トンネルを通
過した希釈排出ガ
ス質量 
 
 

Ｍsed 

排出量 
 
 
 
 
ＰＭmass 

 
mg 

  
kg 

 
kg 

 
kg 

 
kg 

 
g/test 

      
平均排出量 g/kＷ･h 

 
 
◎捕集フィルタソークの記録 

 
試験前ソーク時間   時間 （   日  時 分 ～    日 時 分） 
試験後ソーク時間   時間 （   日  時 分 ～    日 時 分） 
秤量室内温度  最大値    Ｋ(℃) ～ 最小値    Ｋ(℃)   秤量室内湿度  最大値    ％ ～ 最小
値    ％  
  

 
◎標準フィルタの質量変化 

 
試験前①  μｇ 試験前②         μｇ 平均質量⑤ = (① + ②) /２       μｇ 
試験後③  μｇ 試験後④         μｇ 平均質量⑥ = (③ + ④) /２     μｇ 

                               平均質量の差| ⑤ – ⑥ |       μｇ 
 
 
 
 
 
備考                                                   



   

No.      (6/6) 

         重量車排出ガス測定試験（マッピング曲線測定記録等） 

試験期日  年 月 日 

エンジン型式      

 

◎変換プログラムに用いる入力値 

 

空車時車両質量（Ｗ₀）            kg 変速機ギヤ比（ｉm）  １速           

最大積載質量          kg        ２速           

乗車定員            人               ３速           

全高          ｍ     ４速           

全幅              ｍ        ５速           

タイヤ動的負荷半径（ｒ）           ｍ       ６速           

７速           

終減速機ギヤ比（ｉf）                      

  アイドリングエンジン回転速度          min－１｛rpm｝ 

  最高出力エンジン回転速度             min－１｛rpm｝ 

  有負荷最高エンジン回転速度      min－１｛rpm｝ 

 

◎マッピングトルク曲線測定 

 

運転開始時刻  月 日 時 分 

試験室内大気圧（Ｐa）       kＰa    吸入空気温度（Ｔａ）          Ｋ（℃） 

試験室内乾球温度（θ₁）           Ｋ（℃）   試験室内相対湿度（Ｕ）         ％     

試験室内湿球温度（θ₂）           Ｋ（℃）  試験室内水蒸気圧（Ｐｗ）        kＰa    

大気条件係数（Ｆ）                

 

○マッピングトルク曲線の測定結果 

５％正規化エンジン回転速度            min－１｛rpm｝ 

最高軸トルク時エンジン回転速度        min－１｛rpm｝ 

最高出力時エンジン回転速度：                         min－１｛rpm｝ 

□ 最高出力時エンジン回転速度と以下のエンジン回転速度の間の点 

□ 測定された最高出力時の回転速度の105％エンジン回転速度 

□ 測定された最高出力時の回転速度を超え、同出力に対し３％の降下が生じたエンジン回転速度 

□ 測定された無負荷最高エンジン回転速度 
□ マッピングトルクがゼロまで低下したエンジン回転速度 

 

○マッピングトルク曲線図 

 
備考        
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一酸化炭素等発散防止装置の写真 

 

車名・型式（類別）：                                       車台番号：                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 一酸化炭素等発散防止装置の改造を行った場合には、当該装置の取り付け状況がわかる写真を添付すること。 



「改造自動車に係る新規検査の際に提出する書面について」の 

一部改正について（WLTP対応） 

 

平成２９年８月 

自動車局環境政策課 

 

１．背景 

新規検査の前に改造を行った自動車については、完成検査時等から排出ガス性能が変化し

ているおそれがあることから、「改造自動車に係る新規検査の際に提出する書面について」

（平成２３年６月３０日国自環第７０号）に基づき、新規検査時に排出ガス試験結果証明書

等の書面の提出を求めているところ。 

今般、乗用車等の国際調和排出ガス・燃費試験法（WLTP）による平成 30 年排出ガス規

制を導入する「道路運送車両の保安基準の細目を定める告示の一部を改正する告示」（平成

２８年１０月３１日国土交通省告示第１１７２号）の施行に伴い、平成 30年排出ガス規制

適合車をベースとした改造自動車に係る新規検査時に提出する書面について定めるため、本

通達を改正する。 

 

２．改正の概要 

（１）平成 30年排出ガス規制適合車に対し、当該型式における最大の車両重量（一酸化炭

素等発散防止装置指定自動車にあっては、当該装置を装着できる自動車の型式における

最大の車両重量）に、車両重量に係る製作誤差を加えた重量を上回る重量の増加を伴う

改造を行った場合には、新規検査の際、改造後の自動車が平成 30年排出ガス規制に適

合することを証する書面を提出することとする。 

（２）平成 30年排出ガス規制に適合することを証する書面の様式を追加する。 

（３）その他、所要の改正を行う。 

 


